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第三のカザノーヴァ(3 ) 

穂積文雄

百

第三のカザノ ずァ，すなわち，われわれのいわゆる経済人としてのカザノ

ーヴァの活躍する舞台は μ ツテリーのそれである。そのことは，かれにとって

は，まことに，好都合である。まさに，ねがったわかなったりというべきと

ころである。それは魚が水を得たようなものである。それは龍が雲を得たごと

きものである u そういっても，かならずしも，はなはだしL、し刊、すぎにはなら

ないであろう。わたくしには，すくな〈とも，わた〈しには，そうおもわれる。

けだし，ロッテリーは，もと，ギャゾプリ γグの一種であるn しかるに，ギャ

γプリ Yグとそは，かれカザノ ヴマの得意の居場である。それだからである。

わたくしは，さきに，カザノーずァといえば，ひとは，すぐ，おんなたらしを

おもう.といった。かtて，第ーのカザノーずァをおんなたらしの面において

みた九そのことにまちがし、はない。しかし，それは，実は，簡明のために，そ

ういったまでのことである。くわしくは，おんなたらしの，ベテγ師の，いか

さましの，かけごとし，というべきところであったのである。そういうと，それ

では，もう，すでに，それだけでも第二・第三・第四のカサノーヴァがみられ

ることになるのではないか。そういうひとがあるかもしれない。しかし，それ

は，そうではない。すくなくとも，わたくしのみるところでは，それはそうで

はないのである。わたくしのみるところでは，それらが一体をなすと 4ころにあ

らわれるもの，すなわ b第一のカザノーずァなのである。かれは， r神にそむく
ものJじいわれる。かれは「罪あるもの」と，いわれる。かれは「悪徳の権

化」とみられる。それは，われわれの，すでに，みたところのごとくであるが'"

1) コド楕， 1， *，誌.96巻 1号， 1965 
2) 同上。
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ぞれは，これらの素質をも，ふくめてのことであろう。そう，かんがえるべき

であろう。それでこそ，それらの評も，生きてくる。迫力をもっ。よしわか

る。そういってよいであろう。

しかしながら，そういうと，こういうひとがあるかもしれない。それなら，

そうと，なぜ，はじめから，そういわないのか。いまごろになって，そういう

のは，いかがなものか。つじつまをあわすために，そういうのではないのか。

世には「証文の出しお〈れ」ということがある o これも，そのたぐし、になるの

では，ないか，と。そういわれると，かえすことばにくるしむ。しかしながら，

だからといって，事実は事実である 3 事実なのだからしかたがないではないか。

そうこたえることもできょうか。しかしながら，わたくしは，かならずしも，

そういう応酬をしようとは，おもわない。だから，そういうひとがあるならば，

そのいうにまかしてもよい。なんとなれば，わたくしは，おんなたらしという

面からだけで，わたくしのはなしをすすめてもよい，からである。それでも，

なお，わたくしはわたくしの論旨をつら血くことができるからである。わたく

しには，そうおもわれるからである。と，いうのは，こうだからである。

おんなたらしといっても，それには，いろんなかたがある。みな，おなじと

は，かぎらない。

たとえば. Iギリジァ・ローマ時代には，おんなたらしは，こうごうしい，

そして，ユーモラスなすがたで，あらわれている。牡牛から黄金の雨にすがた

を一変させたジュピターなどは，なんといっても滑稽だった。

キリスト教は大まじめで悪魔を女たらしの親玉にしている。悪魔の誘惑する

相手は，老弱を聞はず魔法使いの女たちだった。そういえばヴァノレピユノレギス

(W alpurgis)の夜など， 悪魔は，一晩の大量征服で， カザノーヴァとドン・

ファン (DonJuan)の生涯を合わせた以上の仕事をやってのけている。

その後おんなたらしの容貌は人間的になヮた。プロヴアンプ、 (Provence)で

は， トロバドール (troubadour)のように詩的になれほかのところでは， ド

イツの神秘主義者ファウストのように，あるいは簿記のコンプレッグスにとり



2. (178) 第四巻第3号

っかれたスベイ Yの女性侮蔑者ドγ ・ファ Yのように，その容貌は悪魔的にな

ったJ3)。

しかしながら，われわれは，その中に，おのづから，二つの系統をみること

ができるであろう。そのひとつは女をくいものにするものである o 今日，わが

国で，ひもとよばれているもののごときは，そのもっとも典型的なものであろ

う。いまひとつは，逆に，女の歓心を買うものである。そして，カザノーヴプ

のごときは，まさに，その代表的なものというをはばからぬものであろう。前

者は，女をおどして女から金壱まき上げる。はなはだしきは，女を売りとばし

て金にする。後者は，逆に，女に金をみつぐ。みついで，うなことをしらぬ。

わが，カザノーヴァは，いまもいったとおり，後者に属する。しかもその代表

的なものである。だからーーと，いうよりも，その証拠に， というべきでもあ

ろうか←ーーかれは， -jどの歓心を買うことを，これ，つとめる。せっせと，女に

金をみつぐ。みついでうむtとをしらぬ。す〈な〈とも，そうすることを辞す

るものでない。わたくしは，さきに，かれは，おんなたらしにあけくれる，と，

いったが，それは，たいていの場合，女にみつぐことにあけくれる，と，いい

なおしても，よい〈らいである。すくなくとも，女の歓心壱買うのに，日も，

これ，たらぬ，と，いいなおしても，よいくらいである。そういっても，かな

らずしも，いいすぎではない。わたくしには，そうおもわれる。

しかし，そういうと，ヵザノーヴァは，し、かにも，だらしない男であるよう

におもわれるでもあろう。だから，ここに一言かれのために弁じておかねばな

らなし九なんとなれば，かれは，けっして，そのようにだらしない男とは，お

もわれなし、からである。それなのに，そうおもわれるようなことになっては，

カザノーヴァに対して相済ま向。それでは，わたくし自身としても，心外であ

る。それだからである。けだし，それでは，わたくしは，カザノーずァについ

てあやまったポ トレイトをえがくことになる。そして，それは，わたくしの，

3) Hermann Kesten， Cas帥 ova，Translated by James Stern and Robert Pick f.rorn the 

German original， New York. 1955. p. xii， 'J寸昔太郎氏訳「カザノーグ7J，上巻 (角)11士
庫版)19-20頁。
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もっともなすを欲せざるとこである。それだからである。もっとも，それは第

ーのカザノーヴァのポートレイトである。し、ま，ここでえがこうとしているの

は，第三のカザノーヴァのポートレイトである o それなら，ここで，それを，

それほど，気にやむにも R およばないのではないか。そうなぐさめてくれるひ

とも，あるいは，ないとはいえないかもしれない。しかし，それでも，それは，

なお，わたくしのこころには，しこロをのこす。わたくしは，それをいなみ得

ない。だから，わたくしは，やはり，しばらしここに，かれのために弁じる

ことを，ゆるしていただきたいのである。

そこで，わたくしは，かれのために弁じる。それは，こうである。わたくし

は，かれは，女の歓心を買うことを，これ，つとめる，と，いった。せっせと女

に金をみつく。，と，いった。みついでうむこと壱しらぬ，と，いった。そうする

ことにあけくれるかれをみるとも，いった。そうだとすれば，かれは. ，、かに

も，だらしなし、男のように，おもわれよう。しかしながら，かれの女に対する

や，まことに，おのれをむなしうしている。まったく献身的である。金をみつ

ぐにしても，女にだまされて，まきあげられるのとはちがう。みずから，この

んで，提供するのである。しかも，その場合，惜し気な〈提供する。財布の民

をはたいてでも提供する。いじましい左ころなどみじんもないn みていて胸が

す〈おもいきえする。そこまで，ゆけば，もうだらしないなどいう感じなどす

こしもない。それどころか，なにか，こう，崇高なといったものさえ感じられ

るくらいである。しかも，ひとり，金にのみかぎらない。名春でも地位でも投

げ出す。投げ出して，いささかもくいるところはない。そちいう概吉えみえる。

「君と寝ょうか五千石とろうか，なんの五千石，君と寝ょうjとしサ歌があ'"。

あの歌の文句をそのまま地で行くものである。そういってもよいであろう。そ

ういうと，あるいは，ひとはいうかもしれない。そもそも，カザノーずァに，

投げ出すに足るほどの名誉とか地位とかいうものがあったのであろうか，と。

しかしながらダおよそ，ひとが世に処するにあたっては，たれでも，そのひと

なりに，それ相応の，名誉もあれば，地位もあるはずであろう。カザノーヴア
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だって，ひとの児であるととにかわりはなC' かわりがない以上，ぞれがない

はずはあるまい。そうかんがえてよいのではあるまいか。かりに百歩壱ゆづっ

て，ぞれがなかったとしても，たれでもわが身はかわし川、であろう。たれでも

いのちはおしいであろう。それは，たれでも，おなじことであろう。それは，

名誉とか地位にかかわりはない。それは万人共通の性情である。そういってよ

いであろう a ところが，カザノーヴァの女に対するや，そこには，それをしも，

すててかえりみないとしづ意気というか，気迫というか，そのようなものがう

かがわれるのである。そこには純粋性がある。そこには，献身がある。そうい

っても，よいかとおもう。わたくしがカザノーヴァの女に対する態度に崇高な

ものさえ感ぜられるといっても，かならずしも，いいすぎとはならないのでは

なかろうか。

かれが肉体の交渉をもった女性はおびただしい数にのぼる。 i回想録」の中

で，かれの生涯の 40牛聞にかれがその名をしるしたものだけでも，その数116

にのぼる。 もっともそれに対して， つぎのごとくいうひともある。 iそうだ

とすると，いつもヨーロッパを旅行ばかりして，あらゆる民族とあらゆる階

級の何千人という人間に出遇い「わたくしは女性のためにうまれたよろな気

がする」と告白した1人の独身男にしては1年聞の恋人が3人たらずという結

果になる」と九もちろん，このひとは，おんなたらしの名をほしいままにした

カザノーヴァとしては，むしろすくなきに失しているのではないかといおうと

するもののごとくである。そういえば，西鶴の「一代男J世之助の場合は.3，742 

人，在原の業平の場合は3，333人とし、いったえられてしも。一一これは，野間光

辰教授の教示にあづかったところである。京都大学構内でであいがしらにおた

づねしたのに，ひびきのものに応ずるがごとし即座に御回答をかたじけなく

したのには，感謝の念もさることながら，畏敬の念あらたなるをおぼえずには

いられなかったものである。一一それにくらべれば，カザノーヴァの相手の116

4) Jb~d. ， p. vii，小松太郎氏訳，向上， 12頁。もちろんaここで40年とも寸場合，それは 1734.← 
1774年間壱さすはずである。 1774年は「回想鋸」が，ここできれているから当然であるが 1734
年は カザノーグ 7がはじめて性にめざゆた年である。
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人は，むしろ，そのす〈ないことをこそ，おどろくベ雪であるかもしれ向。し

かしながら，業平の3，333人は単な 5いいったえである。信j患性壱欠くきらいな

しとしない。世之助の 3，742人にいたっては， いうまでもなしっくりばな L

であるの現実のことではない。現実に 40年に116人といえば，しかしながら，

かならずしも，すくないとは，いえないのではなかろうか。すくなくとも，常

人からみれば，おびただしい数という壱，はばからないのではなかろうか。そ

れに，名をあげないものは，この中にふくまれていないわけである。ぞのなか

には，たとえば，女工6・7人町あるいは，女工20人目〉，と，いうように，十把

ーからげにあっかわれているような場合さえある。だと，すると，その数はふ

えるばかりである。それだけに，その数は，かならずしも，すくなくはないは

ずである。

なんだかはなしが妙な方にすすみすぎたきらいがある。もとにもどろう。

わたくしのいいたかったのは，かれが肉体の交渉をもった女性のおびただし

し、数にのぼるということそれ自体ではなし、。そうではなくて，それがそのよう

におびただしい数にのぼるにもかかわらず，かれにうらみをいだく女性がほと

んど，いなかったということである。すくなくとも，そういう女性がほとんど

みあたらない， と，いうことである。いな，それどころではない。みな，カザ

ノーずァに好意をもった。そのため， lっかれるのには，くろうをした。そのよう

におもわれる。そのことである。すくなくとも，再会する場合，ほとんど，い

づれも，それをよろこんでいる。そういっても過言ではない。その己とである。

そして，そのことは，カザノーヴァの女性に対1る態度地内、かに純粋であるか

をものがたる。し、かに献身的であるかをものがたる。ものがたヮてあまりがあ

る。そういえるのではなかろうか。まことに，かれの女に対する態度には崇高

なものが感じられる。それは，ある意味においては，騎士道に通じる。そうい

ってもよい。ぞうおもわれるほEである。そういえば，いいすぎになるであろ

5) Memoires， V， ii， pp. 45-50 
6) Ibid.. 111， xvii， p. 418， xviii， p. 431 
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うか。あるいは，それは，すこし，いいすぎになるかもしれない。いな，すこ

し，どころではない。はなはだしいし川、すぎになる。そういうことになるよう

でさえある。カザノーヴァの女におけるや，好色のそしりはまぬがれない。い

な，漁色の非難にさえ値する。そうもいえるであろう。それはいなむことがで

きない。もとより，聖人，君子の道からはなれること，きわめて，大なるものが

ある。わたくしといえども，それ壱いなむものではない。女性に対する純粋献

身，それは 1人の女性に対してささげられてこそ，とうといのではないか。すく

なくとも，そのすぐれたるには，しかないのではないか。そういえば，そのと

おりである。それは，いうまでもないところである。しかしながら，世の中は，

そういう聖人，君子ばかりでなりたってし、るのではない。いな，それどころでは

ない。実は，女がきらいなわけではない。いな，非常にすきである。そのくせ，

女性主のおくりもの 1つするにも，財布をにぎって思案する o 他人のおもわく

を気にする。すぐ体面をかんがえる。とるにもたらぬ地位をおもう。そして，

しりごみをする。それで女性にすかれない。そこで，やむを得ず，品行方正と

いうことになる。そういったてあいがうようょしている。そういうてあいにか

ぎって，カザノーずァを非難することである。だが，かれらに比すれば，非難

されるカザノーヴァの方が，むしろ，すぐれている。りっぱである。みあげたも

のである。そういっても，異議をとなえるひとはあるまL、。か打らに，すくな

〈とも，かれらに，カザノーヴァのおんなたらしをけなす資格はあるまい。かれ

らに，カザノーヴァを背倫よばわりする権利はないはずである。かれらが，も

し，それにもかかわらず，あえて，それをなすならば，わたくしは，かれらに
乱だ

といたい。 Iすべて色情壱懐きて女を見るものは，既に心のうち姦淫したるな
うち

り」ηというおしえを，なんときくか. 1:。そして，いいたい。「なんぢらの中，
なげ

罪なきものまづ石壱嫌うて」・迎。

閑話休題。それにもかかわらず，カザノーヴァは，おんなたらしである。そ

7) 新約聖書 マタイ伝，紫5章28節。
8) 向上，ヨハネ伝，第8章第7節。
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れも，女にみつぐ方の型に属する。しかも，その雄なるものである。それだけ

~:: ，かれには金がし、る。それでは，かれは，その金を，どうくめんしたか。そ

れについては，三つの道を指摘することができる。一つは，さきにも，ちょっ

と，ふれた，ムッジムー・プヲガダyからの援助である。つぎは，マダム・デ

ュノレフェ (MmeD'Urfめ よりのそれである。そして，最後に，しかしながら，

その重要さにおいては，おそらく，前二者にまさるともおとらぬといってよい

とおもわれるもの，すなわち，ギャ戸プリ :/fである。 1と2は，もと，かれ

の一つの特技であるところの託宣 (orac1e)によるものである。かれには，こ

の特技があった。そして，それ巷たくみに利用して人心を篭絡したυ わたくし

が，第一のカザノーヴァの要素の中にベテY師，いかさま師壱かぞえておいた

所以であ"'0ムヅジ p ー・ブヲガダγ をマダム・デュノレフェからの援助も，ま

た，とれによって，かれらを篭絡・踊着，もって，自家薬寵中のものとなすことに

よって，確保したものである。もっとも，マダム・デュノレフェの援助は，いま，

われわれの問題としている時期には，まだ，みられない。これらの援助は，か

れらの生涯にとってきわめて重大な意義がある。それを否定することはできな

い。しかしながら，カザノーヴァのように惜みなく女にみつぐためには，それ

だけではたりなかった。と，いうよりも，多々益弁ず，と，いうべきであろう

か。いづれにしても，かくて，かれは，ギャ γプリングによって，大にもうけ，

大に散じることになる。それは，事実である。厳たる事実である。かれは，い

たるところでギャソフリング壱やっている。たれとでもキ宇ャ γブリ :/1/をやっ

ている。まさに，かけごとしとよぶ壱はばからない。優にそのみちのくろうと

といってよし九したがって，ギャ γプリングには精通していたはず Cある。す

くなくとも，乙の方面に関するかぎりは，人心の機微に通じていたはずである。

ギャ Yプり '/!I'は，まさに，おてのものであったはずである。そういっても，か

ならずしも， f". ~ ~、すぎとはなるまい。事情かくのごとくである。だから，ギャ y

プリングの世界は，かれにとっては，ホーム -1/ラウ γ ドといえよう。そのホ

ーム・グフウ Y ドが，いまや，かれの活躍の舞台となるのである。かれの得意
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やおもうベし，と，いうべきところでなければならなし、。

かくて，かれは，さきにみたデーヴェノレネーとの会見後，その感想をつぎの

ごとくしるす。

わたくしは約束をまもることができるとおもった。そして，そうおもうと，

わたくしは，とそも， うれしくてたまらなくなった九

しかしながら，実は，そうてぱなしでよろこぶのは，まだ，はやすぎるので

ある。というのは，こうである。なるほど，かれは，ギャ γプリングに精通し

ているであろう。そのみちのくろうとでもあろう。そして，ロッテりーは，ギ

ャγプリングの 1種である。それにちがいはない。しかしながら，逆にギャ Y

プリングは，かならずしも，ロッテリ--~はない。したがって，ギャ Yプリ Y

Fに精通していることは一つのことである。ロッテりーに精通していることは

他のことである。そういうことになる。もとより，かれはロァテりーについて

全然しらないわけではないであろう。いや，おそらししっていたであろう。な

にほどかの知識はそなえていたであろう。すくなくとも，普通人がそれについ

てもっているほどの知識のもちあわせは，かれにも，あぞったであろう。そうか

んがえてよかろう川。いな，そう，かんがえなければならないであろうのそう

でなければ，さきにみたようなデュヴヱノレネ との会話の進行はあり得ないは

ずでなければならない。そういっても，よいであろう。しかし，それにしても，

それ以上，はたして，どれだけ，ロッテリーにつわてくわしくしるところがあ

ったのであろうか。それは疑問の存するところでなければならない。いな，大

きな疑問の存するところでなければならない。そういわねばならない。すくな

くとも，わたくしは，そういいたい。なぜか。こうである。

まづ，ヵザノーヴァは，かけごとしである。それは，これまで， くりかえし

述べてきたところのごと 4である。ロがすっぱくなるほど述べてきたところの

ごとくである。しかしながら，かれのこのんでやったかけは，カードによるも

9) Memoi，es， III， ix， p. 190 
10) 本稿， . 木誌， 96巻2号， 1965 
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のである。ファラオン (pharaon)などいうことばが，よくつかわれたようであ

る。したがって，カザノーヴァはギャ Yプヲーである，と，いうことは，かなら

ずしも，かれがロッアリーのくろうと Cある，と，いうことにはならない。そ

ういわねばならない。かれがギャ γプリ γグにくわしいということは，かれが

μ ッテリーに〈わしいということには，ならない。そうかんがえねばならないu

しかも，ただ，それだけに，とどまらないロわれわれは，さらに，すすんで，

いうことができる。かれは，ロヅテリーについては， くろうをでほない， くわ

しくもない，そもそも，とれまで，あまれぞれになじんでいたとは，かんが

えられない，土。そして.それは，われわれがこれまでみてきたところを回想

すれば，すぐ，わかることで，なければならない。

まづ，かれは，ベノレユ氏をたずねた。そして，そのとき，ベノレニ氏から「王

室の収入に役にたつ己とを考案しなさしつといわれた。そこで，かれは，それ

についてかんがえた。しかるにかれが， Iし、くらあたまをしぼってみても，あ

たまにうかぶのは，いろいろの新税という，にくらしい，たわけた.策だけ」

であった。そして，ついにロッテリーに想到Iするに， いたらなかった川。その

ことは，かれがロッテリーになじむことなく，したがって，また，それについ

て， くわしくなかったことをものがたるものでなければなならないであろう。

つぎに，かれはプーローェー財務総監壱おとづれた。そして，デュヴヱノレ不

ーの軍官学校のための金2，000円調達の良案をもとめられた。 それに対して，

かれは「わたくしの胸中には一策があっます」といった。そして，かれが述ベ

るところをきいていると，どうしても，それはロヅテリーであるとしかかんが

えられない。そういコても，よいであろう。げんに，デ品ヴ~}レネーはカザノ

ーヴァにむかつて， Iあなたのかんがえていることは，わかりました」といい，

さらヒ， I明日御来駕の栄寺たまわれないでしょうかn わたくしは，あなたに，

あなたの御企図壱お示しいたしましょうjといった。そして，翌日カザノーヴ

ァがかれをたずねて行くと，ロッテリーの企画書を示して Iカザノーヴァさ

11) 同上.96巻 1号.1965 
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ん，あなたの策というのは，これでしょう」といった。それにもかかわらず，

カザノーヴァは，そういわれるまで，じぶんでは，まだ， ロッテリーに想到す

るにいたらなかった。その証拠には，前日ブーローエュの家壱辞したときは，

チュイノレリーを泊達しながら Iわたくしは 1億調達してみせるといばる。そ

の実， 成算はすこしもなしづと， しょげている。 そして， 明日 Iもし，か

れがわたくしの口を割らそうとすれば，わたしは，さけることができる」と，

みづからをなぐさめている。また，場合によっては， I神秘的な沈黙という手

を使かおう」と，みづからにし功、きかせてもいる。そして，翌日，デムヴェノレ

ネーから，ロ vテリーの企画書を見ぜιれるヒおよんで，はじめて， Iたしか

に，わたくしの策というのは，これにちがし、ありません]といっている問。

このととも，また，カザノーヴァが，いかに，ロッテリーになじみが号すかっ

たかをものがたるものでなければならない。そして，それほどなじみがうすい

ということは， やがて， それについてくわしくないということを意味せねば

ならない。かくて，かれは，すくなくとも，ことロッテり←に関するかぎり，

くろうとではなかった。そういってもよいであろう。

しかるに，この場合，ロヅテリーは，いわゆるナ γパー・ロッテリーである。

そのことは，すでに，あきらかにしたるところのごとくである。そして，ナンパ

ー・ロヅテリーは，いろいろの問題をふくむ。したがって，その起案，経営は，

かならずしも，そう，簡単・容易なものではない。それは高度の専問的知ぽ識の

素養を必要とする。いくら，それが，ギャンブり'/:7の 1種であるからといっ

て，ただ，それだけでは，どうにもならないはずである。そのことも，すでに述

ベたるところよりして，あきらかなところであろう。ことに，それには，危険

がともなう。経営者の方が，逆に，莫大な損失をこうむるおそれなしとしない

ということが，それである。したがって，ロッラリーの実施に対しては，異論

がすくなくない。したがって，また，それを反駁し，反対者を説得することが

必要となる。ところが，それは，かならずしも，容易なわざではない。それな

12) 向上， 96巻2号.1965. 
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ればこそ，すでに，はやしカノレサピギ氏よれそれの企画書が出ているにも

かかわらず，それが日の目をみるに d、たらなかったのではおかったか。したが

って，これを実施するためには，まづ，損失の危険のないことの論証・収益の

確実てあることの論証が必要となる。そして，それは確率論によらねばならな

ヤ。しかるに，それは数学の高度・精確なる知識なくしては不可能である。こ

うみてくると川、〈らカザノ ヴァが，ギャ Vプラーのくろうとであるからとい

って， ただ， それだけでほ， すまないことになる。かくて，ロッテリーとい

うかれの活躍の舞台への道はけわしいU この道は， すくな{とも， かれにと

っては， iし、っか来た道」ではあるまい。この遣は，すくなく左も，かれにと

っては，坦々祇のごとき道ではないはずである。それは，すくなくとも，かれ

にとっては，いぱらの道でさえあろう。

それではカザノーヴァは，いかにして，そのけわしい道壱のりこえることが

できたか。われわれは，まづ，それから，うかがわねばならない。わたくしは，

これから，しばらく，それについて，うかがうところあるであろう。

まづ第ーにあげられねばならないことは，かれがカノレサピギ兄弟と手をにぎ

ることができたということでなければならないであろう。ここにカノレサピギ兄

弟というのは，さきにみたカノレサピギの案というのは，実は，かれ (Giovanni

Calsabigi)の弟の手になるものにほかならないからである。この弟は，くわし

くは， ラニエノレ・ジモーヌ・フラ Yセスコ・カノレサピギ (RanieroSimone 

Francesco Calsabigi)といい， 1714年レグホノレγ(Leghorn)にうまれ，幼にじ

<.，すでに穎悟。とくに，詩人と財政家という二つの面において，その俊秀ぶり

を示したU¥いま，カザノーヴプのしるすところを引けば，つぎのごと〈である。

かれは外観はあまり感じのよくないひとであった。というのは，かれは 1

種の癒病にかかっておしそれが全身をおおっていたからである。しかし，

それは，かれが，大いに，たベ，書き，かつ，あらゆる肉体的・精神的機能を

完全に行使すること巷，さまたげなかった。かれは非常に快活に談論した。

13) Paul Nettl， The Othcr Casat/o凹， New York， 1950， pp. 152-154 
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かれは，ひとまえに，そのすがたをみせなかった。それは，病気のためにみ

にくくなったからばかりでは，なかった。かれは， ときに， しばしば，から

だのあちこちを，かかずにはおれなかった。ところが，パリでは，からだ壱か

くということは，いとわしいこと，と，せられていた。それで，からだをかく

ことが，ほんとに，そうせずにはおれなかったのか，それとも，単なる習慣

であったのかは，しらなし、，ともかく，かれは，社交のもたらすたのしみよ

りも，つめをじゅうにうごかすさいわいの方をえらんだのである。かれは，

このんで，こういった。 iわたくしは，神と神のっくりたまうものを信ずる。

そして，わた〈しはおもはずにはいられない。神がわたくしに爪壱たまうた

のは，わが身をやく嘩毒のほむらにつつまれていて感じられるただひとつの

なぐさめを得るために利用するためにだけである」と。

-ーわた〈しには，すぐ，かれが非常にエ見プリーに富むひとであること

が， わかった。 かれは長男で独身で， すぐれた数学者で， 財政の運営に精

通しており， あらゆる国々の商業に通暁しており， 歴史の造詣深し 才人

であり，詩人であり，色をこのむことはなはだしいひとであった(Iletait 

la:ine et celibataire， grand calculateur， verse dans les operations de 

finances.. connaissant le commerce de toutes les nations. docte en 

histoire， bel esprit， poete et grand ami des femmes)。 かれはリプノレヌ

(Livourne)の産。ネーブノレの官庁に勤務したことがあり， ホスピタノレ氏(M

de I'Hospital) とともにバリ来住。かれの弟は， 亦，才腕， 学識がある。

しかしながら，兄にー酵を輸する'"

そして，かれの弟の方のカノレサピギがカザノーヴァにかたるところによれ

ば，かれら兄弟は 2年前から，かれらのロッテりーの計画を成功させるため

に千辛万苦をはらってきたものである叫。かれらは，それについて，研究した。

14) Memoires， III， ix， pp. 192-193 
15) Ibicl" p. 192 
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そしてくわしいデータをもっていた。かれらは，それをもって，デュヴェノレネ

一氏に説いたd デュヴェノレネー氏が. Iカザノーヴ十さん。あなたの策という

のは，これでしょう」といって，ログテリーの企画音示し，また. Iこの企画は

カルサピギさんの手になるものです」といったわけである。 lかしながら，カ

ノレサピギ氏も，カザノーヴァにし、つtいるように Iむくいられるところは，

くだらない反対論であった」問。 かくて，カノレサピギ兄弟のせっかくの察も，

むなしく高閣につかねられて，日の目をみるにいたらなかったのである。

それでは，それだけの研究・資料にもとづく企画がどうしてデ』ヴェノレネー

によって実行にうつされるにし、だらなかったのであろうか。そういう疑問が生

ずるのはふしぎではあるまい。げんに，カザノーヴァも，デュヴェノレネーに対

して，おなじ疑問を発している。それは，われわれのすでにみたところのごと

くである町。そして，それは，主として，この種のロヅテリーが危険をともなう

からである。経蛍者がかえって莫大な損失をこうむるおそれがない，と，いえ

ないからである。すくなくとも，そのおそれがあるからである。そのことも，

われわれのすでにあきらかにしたところのごとくである問。 そして，カノレサピ

ギ氏は，それらの反対論を"だらぬ反対論」とかたづけている。それは，い

ま，みたところのごとくである。それなら，かれ出，それを反駁して反対者を

折伏すればよいわけである。しかしながら，かれにはそれができなかったわけ

t である。かれにはそうするだけの能力がなかったわけである。兄の方が出てく

れば，あるいは，それができたかもしれない。兄には，それだけの能力はあっ

たの fはないかともおもわれる。だが，兄が出たとしても，はたして，そううま

く問屋がおろしてくれたであろうかロそれは，かならずしも，断言のかぎりでは

あるまし、。けだし，学理をきわめる能力は一つのものである。ひとを説得する

能力は，それとはことなるものである。それだからである。しかし，いづれに

しても，兄は問てとなかった。そして，それは，兄の事情にもとづしそれは，

16) Ib~d 

17) 本稿. '.本誌.96巻2号， 1965 
18) 同ム。
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われわれのすでにし志ところのごとくである。

(190) 36 

デュずェノレネー氏をうそして，

しるところのご

そごえ，わがカザノーヴァが登場した。そして，かれらの企画と

ほとんどおなじものをもって，←ーーというよりも，実は，

してというべきは，すでにみたところによってあきらかなと乙ろの ζとくであ

る デュヴヱルネーに説いた。

すでに，

かれらの企画に便乗

われわれの，できなかった。それも，ごかすことは，

とくである。

するとデュヴェノレネーの意大いにうどいた。

とびにあぶらげをさらわれるかたむいたo かれらとしては，そして，それに，

かっこうになった。 うかうかしてはいられないということになった。そこで，

カノレ廿ピギ氏よりカザノーヴァに対して，提携の申し出が出されることになっ

カザノーヴァのしるその申し出は，いま，そういう次第である。そして，ザ>

~。

つぎのごとくである。すところによれば，

カノレザピギ氏は，友情をこカザノーヅ γとデュヴェノレネ一氏の会談の直後，

ど申し出る。それに対めてカザノーヴァの手をにぎわいっしょにやりたい，

そしとこたえる cまことにありがたい，そうできれば，してカザ主ノーヴァは，

カザノーヴァ秒たずねてくる n そカノレサピギ氏は，それから 3日たって，て，

そして，兄に会ってくれ，と，たづねてきてくれ，

カザノーずァはそれを快諾する問。そして，その兄に会う。

一ずァに，かれのたくさんのかきもの (untas d'ecriture)をみせる。それは，

兄はカザノ

明ひじぶんのとこえ，して，

いうの

カサfノーヴかれのロッテリーのあらゆる問題を解決したものである。そして，

ァtこし、う。
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J
 すわたくしの援助なしに，

んがえでしたら，それは結構なことです。しかし，それは，

れというものです。できっこありませんよ。そのわけは，

かっ，また，もし，あなたにしごとになれたひとがし、なけ

あなたが，もし，

もし，あなたに実

それだからです。

際の経験がなく，

れば，あなたの理言肯はまにあわないことになるでしょう。

勅令 (decreりが発布された場合， あなたは，いったい，いかがせられます

Memoires， III， ix， pp. 191-192 19) 
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か。あなたが会議で (auconseil)発言なさ志とき， もし，あなたがわたく

しを綱信頼なさるおつもりならば，一定の期限壱つけ，それ以後は，一切責

任を負わないようにしなさい。いいかえれば，その以後は，参与しないとい

っておどすことです。そうしなければ，こせこせした，そして，好機をねら

ってぐずぐずのばすゃからが，きっと，あらわれて 1日のばしにひきのば

し，延引に延引をかさねて，あなたを無期延期に (auxcalendes grecques) 

におとしいれる己とでしょう。 他方では， デュヴェノレネー氏は， われわれ

が提携したの壱みれば， きっと，非常に，安心しましょう。すべてのジヤ

γスにおけるもうけの等一性の分析の件に関しては (quant aux rappo工ts

analytiques des gains egaux dans toutes les chances)，わた〈しは，あ

なたに， カテノレヌ (quaterne 吐uaterno，4つの数の組み合わせ〉において

は，かんがうべからざることである，と，いうことを，なっとくしていただ

きたい，と，そう期待しています問。

乙れに対して，カザノーずァめかんがえは，どうであったであろうか。もち

ろん，それは，かれにとっては，それこそ，ねがったり，かなったりというと

ころであった。こころみに，いま，かれのいうところを， I回想録Jより引け

ば，それは，つぎのごとくである。

わたくしは，このひとたちと提携することを熱望した。ぞれには，大きな

理由があった，その理由というのは.わたくしは，かれらなくしては，やっ

て行〈ととがで雪ない，と，いうことであった。しかしながら，わたくしは，

それ壱かれらにけどられないように，用心した町。

これによってみても，カザノーヴァのロヅテリーの世界での活躍が，いかに，

カノレザピギとの提携に負うところあるかは，あきらかであろう。これがなけれ

ば，かれのロッテリーの舞台での活躍が中道にして挫折しなかったとは，たれ

がこれ壱断言することができょうか。いな，それどころではない。ロッテリー

20) Ibid.， flP-.今 193-194
21) Ibid.， p. 194 
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が実現するためには，軍官学校の会議において可決せられることが必要であフ

たのである。しかし，カノレサビギの協力・援助なくじて，はたして，それに成

功することができたであろうか。それさえ，あゃうかったのではあるまいか。

すくなくとも，カザノーヴァ自身は，会議の前夜，カノレザピギよれその貴重

な研究資料をお〈られて，こう述懐している。

運命の神はわたくしを成功させる役目を買って出てくれたようにみえる。

なぜなら，との表は天からの祝福のごとくわた〈しのところにやって来たか

ら。ゆえにこの至福の計画にしたがうことをかたく決意し，また，この教示に

意をつよくしてーーカノレザピギから教示をうけたことはなんでもなかったふ

りを，つとめて，よそおうて←ー，わたくしは，軍官学校におもむいた町。

これをみると，軍官学校における会議において，反対論者巷説き伏せるのに

カノレサピギの協力・援助がし、かに大きな役割を演じたかは，おもいなかばにす

ぎるものあるをしらないわけにはゆかないであろう。

かくて，われわれは，カザノーザァの，ロッテリーの舞台上での活躍が，カ

ノレサピギ兄弟との提携に負うことのし、かに大なるものがあったかを，みとめな

ければならなし、。

つぎに， それでは， カノレサビギ氏の企画壱みてきえ， それを採用すること

にふみきることのできなかったデュヴェノレ不一氏が，カザノーずァに説かれる

と，ふみきるにいたったのは，なぜであろうか。ちょっとかんがえると，ふし

ぎな気がするはずである。なんとなれば，カノレサピギ氏兄弟はその道のくろう

とと，いってもよいひとたちである。その企画はりっぱなはずのものである。

そうかんがえてもよいものである。それに，うらづけとなる研究資料も豊富で

ある。それは，いまみたところのごとくである。それにくらべると，カザノー

ヴァの方は，なんといっても，そのみちではしろうとである。そういわなけれ

ばならなし、。うらづけの研究資料のもちあわせもない。それは，いうまでもな

22) Ibid.. p. 197 
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いところである。それどころか，デ ι ヴ~，レネーからいわれるまでーロッテリ

ーなど，頭になかったのであ志。そのこ止は，われわれのすでにしるすところ

のご正くである。しかるに，前者がうごかすことができずして後者がうごかす

ことができたというのは，いったい，どうしたことであろうか。これがふしぎ

でなくて，いったい，何がふしぎであろうか。そういいたいところである。し

かし，いくら，ふしぎだといっても，それは，事実なのである。事実は，あく

まで，事実である。し、かんとも，しがたい事実なのである。それでは，それは，

なにゆえそうなのであろうか。

まづ，かんがえられることは，カザノーヴァの説得の妙ということであろう。

そして，そうかんがえてみると，なるほど，それもそうかという気がする。い

な，それにちがし、ない，と，さえおもわれぬでもない。と，いうのは，こうで

ある。カザノーヴァは，かけごとしである。ベテン師である。それは，われわ

れの，すでに，しると ιろのごと〈である D かけごとしはかけひきがうまし、。

かけ泣きに長じている。かけひきはおてのものである。また，それでなければ

かけごとしはたってゆかれぬ。それはかけごとしの生命であるc だから，そう

あるのがあたりまえである。それだからである υ また，ベテゾ師はひとを信じと

ませることに妙壱得ている匂ひとを信じこませるととがた〈みである。ひ k壱

信じこませるととは易々たることである。主た，ぞれができなければベテ γ師は

あがったりである 6 それは，ペテン師にとって，たのみのつなである。だから，

そうでなかったら，かれはベテ γ師ではあり得ない。それだからである。そこ

えもってきて，カザノ ヴァは，はったりの名人である。かれは財務総監プー

ローニ ι をたづねるとき，せめて財政事務に関する陰語さえしっていたならと，

残念がった。そのことは，われわれの記憶に，いまだあらたなるところであろ

う問。陰語の知識さえあれば，後はなんとでもやって行けるというわけである。

陰語一つで相手をけむにまいてしまおうというわけである o まさに，おどろく

にたえたるはったりや，というべきである。カザノーヴァが，これらの武器を

23) 本稿， 1，本詰， 96巻2号.1965 
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遺憾なく利用して，デュヴェルネー氏に説いたであろうこ Eは想像にかた〈な

いところでなければならない，そこで，さすがのデュヴェノレネ一氏も，ために

意大にうごいたとしても，それは，無理ではあるまい。そうかんがえることは

マきるはずでなければならないであろう。

げんに，わたくしは，かれの説得力がし、かに大であったかを証するに足る事

実をあげることができる。

たとえば， カザノーヴァがデ品ヴェノレネ一氏等とロッテリーについて論じあ

った3日後，カノレサピギは，カザノーずァをたづねてきて，ヵザノ ヴァにむ

かつて，つぎのようにいっている。 Iあなたはきびしい論法で，あのひとたち

をやっつけました。 もし， あなたが財務総監におねがし、になれば， われわれ

は，きっと，ロッテリーを設立することができましょう」叫と。

カノレサピギは， カザノーヴァに対して，また， こうも，いっている。 Iわた

くしたちは，この 2年もかかって，この計画音成功させるために干半万苦して

きました。そして得たものは， くだらない反対でした。その反対を，あなたは，

あっという問に粉砕してしまわれました」 ι... .，VQUS a.vez pulverisees en 
moins de rien......)と2旬。

その翌日は，カザノーヴァは，ヴ zノレサイユで，財務総監0プーローニー氏

に会った。そのとき，プーローニュ氏は，カザノーヴァに，こういっている。

「あなたは，フラ Yスーのあたまのよいひとの 1人と，みんなにおもわれてい

るデュヴェルネー氏を，驚嘆させました o… ところで，ロッテリーは設立せ
られますよ。そして，それは，あなたのおかげですよ。わたくしは，それを保

証することができますJと'"。

しかしながら，そうはいうものの，さらに，ひるがえって，かんがえてみる

に，デュヴェノレネー氏とても，ただものではあるまい。フラソス当時における

24) ]ぽemoire団.III， ix， p. 191 
25) Ibid.， p. 192 
26) lbid.， p. 194-
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いわゆる大物の 1人であ右。そのことは，いまみたプーローニーのことばでも

あ害らかなところである。そうやすやすと，ひとに乗じられるほど迂閥なひと

であるとも，おもえない。そううまうまと，はったりをくわされるほどおひと

よしのひとであるとも，かんがえられなし、。そうもいえるかもしれない。それ

に対しては，もとより，カザノーヴァのちからにずュヴェルネーのそれをうわ

まわるものがあったのである，と，いえるかもしれないペういってしまえ1:1./
れぎりである。そして，あるいは，ほんとうに，そうであったのかもしれない。

しかしながら，それにしても，この場合，さらに，そればかりではなくて，そ

のほかに，さらに，他の事情もあったのではないか。そうかんがえてみること

も，かならずしも，ゆるされないわけではないのではなかろうか。そこで，そ

うかんがえてみる。そして，それをさぐってみる。すると，ある。たしかにあ

る。それは，ほかでもない。カザノーゲァには有力なるうしろだてがある，と，

いうことである。 これが， この際大にものをいったものである。 そうかんが

えられる。なぜ，そうかんがえられるか。それは己うであるロこの場合ロヅテ
ロワイヤル

リーは国立でなければならない。そういうのが，カザノーヴァの主張であれ

また，カ pレサピギの意見でもあったーそのこ左は，われわれのすでにみたとこ

ろのごとくであるz九そして，両者の意見がこう一致してみると， デュずェノレ

ネー氏正いえども，それがそうあらねばなら凪とかんがえるにいたったことで

あろう。そう推測しても，さしっかえあるまい。しかるに，国立ということに

なると，王室，政府，要路の大宮，いわゆる有力者・実力者をうごかすことが

要請せられる。それはみやすいところでなければならない。ことに，この場合，

ロッテリーには反対論がすくなくない。そうすれば， この要請はそれだけ大了で

なければならない。そういうことになるであろう。かくてずェノレサイユにつな

がりがあることが必要となるであろう。すくなくとも，それがのぞましいこと

になるであろう。ところが，カノレサピギ兄弟には，それがなかった。すくなく

とも，それがあったかとかんがえしむるに足るなにものも，みあたらないよう

27) 本稿. '.本誌.96巻2号.1965 
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である。ぞれどとろか，とういうことさえある。わたくしは，すこしまえに，

カルサピギがカザノ _'clァ壱たづねて来たととについて述べたととがある。実

は， そのときのことなのである。 そのとき， カザノーずァにベノレニ氏から手

紙が来た。それには，明日ヴヱノレサイユにみえればポyパヅール夫人 (Mmela 

Marquise de Pompa司our)Iこ紹介してあげる，また，そこでプーローユェ氏に

も会える，と，あった。カザノーヴァは傍倖に驚喜し，みえからよりも，むしろ

かけひきから，その手紙をカノレ+ピギ氏に見せた。そして， カノレサビギ氏は，

それ壱よんで目を皿のようにした (ilouvrait de grands yeux en le parcou 

rant)。 そして，カザノーヴァにむかつて，こういった。 Iあなたはデュヴェ

ノレネ一氏にあなたの戸ヅテリーを採用せ Lめるに必要なものを，すべて， もっ

ておられる」聞と。そして，このエピソードは，たまたま， もって， この場合

うしろだてがいかに重大な意義をもつか壱示すとともに，またカルサピギ兄弟

が，それをもたぬことをも示すものとなすにたるであろう。

しかしながら，たといカノレサピギ兄弟にうしろだてがないとしても，デュヴ

ェルネー氏にあれば，それでよい，と，いうことになるであろう。そして，デ

品ず ι ノレネー氏は，かれ自身フラ γス当時の大物の 1人ではないか。げんに，

財務総監ブーローニ皐のごとき，口をきわめて， rかれの財政手腕を大にたた
え|ているくらいではないか町。 しかし，そういうかげのちからは，いくらあ

ってもよい。ありすぎてこまるということはない理であるn それに r高木風

強しj という。大物であればあるだけに，それだけ敵も多いということも，か

んがえられよう。さきに号|し、たところにもみられるごとく叫， かれは，ローの

ために配流の身をかこたねばならなかった。フノレーリーの施政時代には幽囚の

うきめをなめさせられさえしている。それなれば，なおさらのことである。うし

ろだて・縁故・かげのちからといったものをもとめることひと一倍切なるもの

があったであろう。そうかんがえてよいであろう。それに，デュヴヱノレネー氏は，

28) Memoi'Yt!s. 111， lX， pp. 191-192 
29) 本稿 E 本誌.96巻2号 1965

30) 向上。
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それほど，そういったものに，めぐまれてはいなかったのではないか。どうも，

そうおもわれるふしもなし、ではないようである。そうおもわれ自でもな、、。と，

いうのは， こういうこともあったからである。わたくしは，さきに，ボーマノレジ

ェーが「デュヴェルネー氏によっ!て，一躍，財政事務にたづさわらせられ，産を

なすにいたった」こと壱のベたことがある叫。ところがあれは，つぎのような事

情によったものである。すなわち， 1760年ノレイ→五世の姫たちのハープの教師

となったポーマノレシヱーは，ノレイー五世に説いてデュヴェノレネーが設立した軍

官学校を視察させた(8月18日〕。その報酬として，デュヴェノレネーはポーマノレ

ジェーに財政の事務にもたずさわらせることとなったのである。その結果，ボ

ーマノいンェーはデョヴェノレネーとくんで，産をなし，産によって貴族の地位を

獲得するにいたったのである町。だから，当時にあっては， ボーマノレジェーは

まだ，一介の白面の青年にすぎなかったのである。そのかれを通じて，デュヴ

ェノレネー氏はノレイー五世の軍官学校視察の栄を得たわけであるnι の己とは，

かれが，そういった均面に，縁故がうすかったこと壱うかがわしむるものとなす

に足ちないであろうか。そればかりではなし、。デュヴェルネー氏のような位置

にあるものは， とかく，そのような縁故を重犬視しがちである。そうかんがえ

られる。そうかんがえてみると，おもいだされることがある u それは，さき仁，

カザノーずァが，はじめて，デ z ヴヱノレネ一氏をたづねて行った E曹の状景で

ある。あのとき，座には 7・8人の客がし、た町デュヴェノレネ一氏は，みんなに，

カザノーヴァを，外務大臣ならびに財務総監の友人といって紹介した。そうカ

ザノーヴァはしるしているah それは，当時の儀礼であったのかもしれない。

しかし，カザノーヴァがわざわざそうしるしているのは，それが，よほど印象

ぶかかったからではなかろうか。そして，それがよほど印象ぶかかったという

ことは，それが，世の常の儀礼以上に感じられたからではなかろうか。はたし

て，そうかえんがえることは，ゆるされないものであろうか。もし，そうかん

31) 向上， 96巻 1号， 1965 
32) 辰野陸博士「ボ マルシェーとフヲ γス革命J48-49頁。
回〕 本稿. 1.本誌.96巷2号. 19日
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がえることがゆるされるものとすれば，デロヴェノレネ一氏が，そういう縁故を

重大視する心理が，そこに，ひそんでし、たとかんがえることも，また，ゆるさ

れるところでなければならないであろう。そして，そうかんがえることがゆる

されるならば，さらに，また，かれがそういった縁故に，かならずしも，めぐ

まれていなかった， と，かんがえることも，また，ゆるされてよし、。そうかん

がえてもよいのではなかろうか。そして，そうかんがえてみると，なるほどと

うなづくことができるであろう。カザノーヴァの背後には大きなうしろだてが

ある。つよい縁故がある。すなわち，ベノレエ氏がひかえている。、/宝アズーノレ

公がついている o そして，そのことはやがて，当時宮廷にあって飛ぶ鳥をもお

とす勢のあったポγパヅール夫人に容易につながることをかんがえさせる一一

事実， 己の，後，ヲぐ，カザノーずァはポγバヅーノレ夫人にまみえてし、る。

以上，これを要すれば，つぎのごとくなるであろう o

凶ヅテリーは，すでに，カノレサピギ兄弟によってその周匝級密な企画が，デ

ュヴェノレネーのてもとまで，でていた。しかし，それには反対論があった。カ

ノレサピギはそれを充分に論破することができなかった。それにくわえて， 己の

企画は，国立でなければならなかった。そのためには，宮廷方面をうごかすち

からがなければならなかった。ところが，カ/レ十ピギには，それがなかった。

デ z ヴてノレネーにも，それが充分にあるとは，おもわれなかった。そこに，わ

がカザノーヴァが登場した。かれは，もちまえの説得力で，反対論をみごとに

粉砕する能力をしめした。しかも，かれには，有力なうしろだてがあった。そ

こで，デュヴェノレネーは，いよいよ，この企画を実現しようと決意した。しか

しながら，さて，いよいよ，実施となると，カザノーヴァの知識，経験では不充

分である。第一，軍官学校における会議の席上で専問家を説得することが問題

である。つぎに，実際上の組織運営が，これまた，なまやさしいものではない。

口舌でひとをけむにまくだけではすまされない。 Eころが， さいわい，カノレサ

ピギ兄弟が提携壱もうしこんできた。そこで，両者の共同により，上の難関を

突破することに成功することになるのである。すなわち，まづ軍官学校におけ
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る会議の席上で説得することに成功し，ついで，ロッテリー設立の勅令の発布

を見，かくして，ロヅテリーの設立，運営と，ことは順調に進行することにな

るのである。われわれは，順壱おうて，それをながめるであろう。まづ，軍官

学校における会議よりはじめるであろう。

軍官学校における会議 (con:seil)はカザノーずァがデュヴェノレネ をたづね

て，ロッテリーについてはなしあった日からかぞえて 5日後に開催された。

ついでながら，その聞のカザノーヴァのうごき壱摘記すれば，つぎのごとくで

ある。 たどし，ここでは，ロッテリ との関聯あるうごきにかぎることは，

いうまでもない。←ーデムヴェノレネーに会った 3日後，カノレサピギ兄弟を訪問。

その翌日は早朝パリ発，ヴェ Fレサイュに行き，ベノレニ，プーローニユと会談。

さらに， ポ Yノ之、プーノレ夫人に伺候。昼食後ヴェノレサイユ発帰宅。デュヴヱノレネ

ー上り，明日11時軍官学校において会議開催の通知入手。同夜9時カノレサピギ

よりのロッテリーの数式表落手。

さて，それでは，軍官学校における会議の模様は，し、かにあったか。いま，

しばらし 「回想録」にしるされたるところをひけば，つぎのごとくである。
=γフエヲソス

わたくしが軍官学校につくと，すぐ会議がはじまった。 ・会議は 3時

間つづいた。

わたくしの，説明が半時間，その後， グノレトウィユ氏 (M.de Courteuil) 

が，わたくしのいったことを要約。ついで，反対論が2時間おこなわれた。

わたくしは，それを反駁した。それは，きわめてたやすいことであった。わ

たくしは，かれらにいった。およそ計算の術が，まさししいくつかの関係

の式からみちびき出される唯一の式を発見する術であるならば，それは，ま

さに，人間関係の式においても， -f"""'::'-(，数学の計算とおなじに，正確にあ

てはまる，と。わたくしはかれらを説得していった。この確実性がなければ，

世の中に保険会社は存在しないであろう。 ところが保険会社は， ~みな， も

うかっている。みな，繁栄してい志。そして運命をあざわらい，運命をとわ
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がるよわいあたまをあざわらっている，と。

わたくしは，最後にこのひとたち一一ーその中の大部分は，決心がついてい

ないようであった に，こういった。賢明でありかっ，名誉あるひとびと

にしてこのロッテリーの先頭に立ち，抽議ごとにもうかるということに責任

をとろうと中し出られる方は¥'ない。しからば， もし，大胆にも，その確

実を主張するものがあらわれたならば，それらのひとびとは，そのものを，

しめ出さねばならないu なんとなれば，かれは，かれらに，約束壱まもらな

いことになるか，もし，約束をまもるとすれば，かれは，かたりであろうか

らの

これがきいた。その証拠に，たれひとり返答するものはし、なかった。そこ

で，デュヴェノレネー氏が立って，いった。いつでも廃止しようとおもえば廃

止することができる，と。このことばをきいて，わたくしは，わがことなれ

り， とおもった。かくて，出席者一同，デュヴェノレネー氏がさし出した議事

録 (leproces-verbal)に署名して帰って行った。わたくしは， すぐ， デュ

ヴェノレネ一氏にあいさつをした。かれは，したしみのある握手をしてくれた。

そしてs わたくしはかえったaヘ

かくて， 難関の一つは突破した。 1週間後 (huitjours apres) ~こ，待望の

勅令が出た。かくて，ついに，ロッテリーの設立をみる。いよいよ，幕はあが

る。カザノーヴァは舞台に登場するうそして，その活動が本格的にはじまる。

われわれは，つぎに，それを，かれのしるすところにしたがって，ながめるで

あろう。

もちろん，カザノーヴァに対しては，事前に，管理人に任命・事務所 (bureau

de recette) 6ヶ所の提供・うりあげについて年令4干フラ Y交付の内命があ

った。そして，かれは，もちろん，よろこんで，それを，受諾した。これは10

34) Mem仰向S，111， i玄 pp. 197~198 
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万フヲゾの資本からの収入にあたる。かれは，事務所壱放棄すれば，この資本

を手にすることができるのである。なんとなれば，それは，かれとっては，保

証人のかわワをなすものであるからである町。

カノレサピギも，管理人に任命され，抽銭に年金4Tフラ/'， さらに，そ Y マ

ノレトノレ通りのロヅテリ←署(l'hotclde la loterie)に大きい営業所(legrand 

bureau de l'entreprise)をもらコた。カノレサピギ氏にあたえられた権益は，カ

ザノーヴァにあたえられたものよりも，はるかに，大であった。しかしながら，

カザノーヴァは，すこしも，うらやまなかった。それは，すべての権利は， も

ともと，カノレサピギにあ呂こ k巷.かれはしっていたからである碍〉。

カザノーヴァは，ただもに 6ヶ所の事務所の中 5ヶ所を 1ヶ所2千フ

ラジのわりで， うりはなち，サV・デニ街(1arue Saint-Denis)の第6番目

の事務所を，豪華にかざりたててひらいた。そしてそこに，じぶんの侍僕を，

事務員 (commis)として.住みこませた。

第 1回抽畿日がきまった。当りくじは， みな， 中央ロッテリー署 (bureau

general de la loterie)で，抽主義1週間後に， しはらう旨，公示された問。

カザノーヴアは，ひとつ，ひとにあまりまねのできないような・ひとめにつ

くこと (unrelieりをやって，大衆音じぶんの事務所にひきつけてやろう，とお

もった。そこで，かれは，かれの署名した当りくじは，みな，かれの事務所で

抽畿の24時間後に，しはらわれる旨，公示した。それで券を買うひとは，かれの

ところに殺到した。そこで，かれのもうけは，非常にふえた。なぜなら，売り上

げの 6?~ーセジトは，かれのものであったからである叫。 よその事務所の事務

員約50人が， カノレサピギのところえ行って不平をうったえて，かれに「カザノ

ーヴァが，あんなことをするので，じぷんたちのうりあげが非常にへった」と，

し、った。しかしながら，この管理人は， Iカザノーヴァをやっつけようとおもう

35) lbid.. p. 198 
36) Ibid 
37) Ibid.. p. 199 
38) Ibid 
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カザノーヴァとおなじことをやりさえすればやれるなら，ならおまえたちも，

かれらを，おいはらった町。よいではないか」と，いって，

4万プラ yであった。抽譲1時間後，かれの
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かれのところに，帳簿を持参，

カザノーヴァの最初の収入は，

事務員が，

しめした。しはらわねばならないことを，

カザノーヴァはその事務であった，(les extraits)か，ァ γフ(lesambes) 

しはらいに必要な資金をわたした刷。

このやりかたは，かれの事務員をも幸福にした。

員に，

なぜなら，もうけたひとは，

コカザZノーいづれも，事務員にチヅフ (lapiece)をおいてL、フたからである。

'f: カザノーヴァは，もちろん，おもいおよばなかった。そとまでは，ヴァも，

6千フラ Yであ

すこしも要求などしなかった叫。
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これは，第1固としては，

まずは，上出来であった叫。

抽範の翌日は， デュヴェノレネー氏カザノーヴァはカノレサピギとい η しょに，

邸で会食した。カノレサピギは，

カザノーヴァはよろこんだ。またカノレサピギは，

うまく，はたらかすだけで，年10万フラ y

もうかりすぎてこまった，と，こぼした。それを

こうもし、っTこ。 「カきいて，

ちょっとあたま壱，
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みな，損をしたそのために，ほかの管理人は，

「わたくしも，おなじようなことを， よくやったものだ」と勘定になるJと。

デュヴェノレネ 氏がL、った。 わたくしは，たいてい，うまくいった。「そして，

だかできる。カザノーずァ君をまねることが，それに，管理人は，いづれも，

ロヅテリーの声価をたかめるだけということもできる。そこの，それは，ら，

カザノーヴァ君のおかげであそれはあなたのおかげであるとおなじく，

Ibid 
n包d
lbid 

Ibiti. 

して，

39) 
40) 

41) 
42) 
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る叫」と。

ところで，第1回の抽譲が行なわれてみると，もうかったものがでる。かれ

らは，ロッテリーの評判壱あをりたてることになる。巨額のものはいうまでも

ない。小額のものは，あたる率がたかい。当然その数は多い。額は小さくても，

ロッテリーの評判えの寄与は，かならずしも，巨額のものにおよば血とは，いい

えない。かくて， I熱狂の嵐があれくるいはじめた。つぎの抽主主には，うりあげ

が倍増するであろうことは，容易に予見せられるところであった」叫。

だから，カザノーヴァの行くところ，犬家においても，また，劇場の暖櫨の

前においても，ひとは，かれ壱みかけしだい，かれに金を提供し，かれらにか

わって，かれのよいとおもう券壱買って，わたして〈れと，かれにたのんだ。

それというのも，かれらは，ロッテリーを，まだ，充分には，のみこんでいなか

った由通らである。そのため，カザノーずァは，あらゆるかたの券，いいかえれ

ば，あらゆる価格の券をいつも，携帯し，そしてめいめいに，よりどりをさせ，

それで，毎晩，ポケヅトを金貨でふくらませて，帰宅したものである。己の利益

は莫犬なものであった。だが，これはカザノーヴァだけにゆるされた一種の特

権みたいなものであった。なんとなれば，他の管理人たちは，カザノーヴァみた

いに，よいなかまもなしかねもぢでもなかった(neroulaient point carrossめ

からである。それは大都市における非常に有利な条件である c そこではs 個人

の価値を，そのひとをとりまくかがやかしいもの(lebrillant) によってきめ

ることが，あまりにも一般的である。カザノーヴァの豪華は，どこでしかれ

がはいることをゆるし，どこでも，かれに信用を享受させた4九 (次回完結)
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